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子育て
ワンポイント

要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

開催時間内
出入り自由

予約必要なし

▼１～２歳：「一緒に」から「自分でやりたい」へ
　この年齢になると、服を脱ぎやすいように保護者
の声に合わせて手を上げる等、自分から着替えに関
わろうとします。保護者は子どもと同じ目線になっ
て、「バンザイしてね」等体を動かしやすい声掛けを
してみるといいでしょう。

▼２～３歳：「一人でやりたい」が強く出てきた子は
　「全部自分でやりたい」という気持ちが強くなり、
２歳前のようにさりげなく保護者が援助することさ
え嫌がる時もあります。そんな時は服の背中を上に、
ズボンは表側を上にして置き、手足を入れるとその
まま着られるように用意してみましょう。保護者が
出した服を嫌がり着ない場合は、着てほしい服を２
着見せ「どっちがいい？」と子どもに選んでもらうの
も一つの方法です。

着替えの援助

　

２
月
１
日
、
牛
久
市
で
開
催
さ

れ
た
男
女
共
同
参
画
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、「
人
は

独
り
で
は
生
き
て
い
ら
れ
な
い
社

会
的
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が

個
性
と
能
力
を
発
揮
し
輝
く
た
め

に
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

手
を
取
り
合
い
、
支
え
合
う
こ
と

が
大
切
。
子
育
て
・
教
育
に
焦
点

を
当
て
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人

権
を
尊
重
し
、
仕
事
と
生
活
の
調

和
と
明
日
に
向
か
っ
て
生
き
る
意

識
の
高
ま
り
を
求
め
る
。」と
い
う

趣
旨
で
、
市
民
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
お
や
じ
の
会
・
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
・
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
元
教

諭
・
県
子
ど
も
家
庭
課
長
等
６
人

の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

男
女
が
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
い

く
中
で
、
子
育
て
・
教
育
・
社
会

参
加
等
の
体
験
を
ふ
ま
え
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ
れ
、
そ
の
経
験

談
や
意
見
は
私
達
の
身
近
な
問
題

と
し
て
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
地
域
活
性
化
の

専
門
家
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
デ
フ

レ
の
正
体
」
著
者
の
藻
谷
浩
介
氏

に
よ
り
、「
今
こ
そ
、
地
域
の
発
展

は
男
女
共
同
参
画
か
ら
〜
未
来
を

担
う
子
ど
も
達
へ
〜
」
と
題
し
て

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中

で
人
口
減
少
と
世
代
別
人
口
増
減

の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
問
題
点
を

あ
げ
、
地
域
発
展
の
解
決
策
の
一

つ
と
し
て
女
性
の
就
労
促
進
や
男

女
そ
れ
ぞ
れ
の
望
ま
し
い
姿
勢
を

語
ら
れ
、
地
域
活
性
化
の
鍵
は
女

性
経
営
者
の
増
加
で
あ
り
、
女
性

は
男
性
よ
り
物
を
買
い
、
楽
し
く

お
金
を
使
う
こ
と
で
消
費
者
の
感

性
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
急
速

な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、

社
会
の
活
力
の
維
持
向
上
を
図
る

た
め
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
経
済

社
会
の
構
築
が
今
、
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
、
豊
富

な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
理
論
的
か
つ

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
視
点
で
の
講
演

内
容
に
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

相
手
の
こ
と
を「
怖
い
」と
感
じ

た
ら
そ
れ
は
Ｄ
Ｖ
の
サ
イ
ン
で
す
。

決
し
て
「
愛
さ
れ
て
い
る
証
拠
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の
調
査
で

は
、
１０
人
に
１
人
が
何
度
も
暴
力

を
振
る
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
機
関
で
は
、
相
談
無
料
・

秘
密
厳
守
で
Ｄ
Ｖ
等
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
も
し
、
あ
な
た
や

家
族
、
友
人
で
Ｄ
Ｖ
に
遭
っ
て
い

る
人
が
い
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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「
う
し
く
男
・
女
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

２
０
１
４
」に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　

山
本　

一
惠

ひ

と

ひ

と

み　

ほ　

文　

芸

二
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

寒
い
初
午
女
化
稲
荷
植
木
売
る
女
股
火
鉢　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

霜
の
大
地
に
力
の
限
り
老
い
が
打
ち
込
む
鍬
初
め　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

ソ
チ
の
五
輪
で
宙
飛
ぶ
沙
羅
の
目
指
す
初
回
の
金
メ
ダ
ル　
　
　

上
野
八
千
代

午
も
七
回
年
令
な
ど
忘
れ
若
い
気
持
ち
で
登
る
坂　
　
　
　
　
　
　

下
村
松
陽

息
を
の
む
よ
な
夜
明
け
の
シ
ョ
ー
に
霞
浦
の
水
面
の
初
日
の
出　
　

木
村
幸
子

帰
郷
し
た
旧
友
笑
顔
の
裏
に
苦
労
隠
し
た
ひ
の
え
午　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

娘
等
に
囲
ま
れ
笑
顔
の
亡
夫
と
初
夢
で
嬉
し
い
古
希
の
宴　
　
　
　

本
橋
清
湖

初
の
デ
ー
ト
に
高
な
る
胸
を
秘
め
て
口
紅
そ
っ
と
ひ
く　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

基
地
の
沖
縄
日
本
を
守
る
幸
を
祈
ろ
う
午
の
年　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

ク
ラ
ス
仲
間
が
子
供
に
も
ど
り
心
ゆ
る
ん
で
午
前
様　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

昇
る
初
日
に
福
寿
を
祈
る
母
の
慈
愛
に
最
敬
礼　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

し
ん
と
静
ま
る
霞
ヶ
浦
を
赤
く
染
め
て
る
初
日
の
出　
　
　
　
　
　

磯
西
涼
香

心
通
わ
す
夫
婦
の
絆
午
後
の
ひ
と
と
き
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

鮪
初
セ
リ
今
年
の
相
場
市
場
納
得
値
で
決
ま
る　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

待
ち
に
待
っ
て
た
初
孫
抱
い
て
日
々
の
暮
ら
し
が
夢
と
な
る　
　
　

増
尾
青
蓮

満
州
・
日
中
戦
い
を
経
た
老
母
と
平
和
な
午
後
の
珈
琲　
　
　
　
　

山
﨑
笑
子

稲
荷
神
社
へ
寒
さ
の
中
を
参
る
初
午
幼
き
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
希
代

八
十
路
手
習
い
き
れ
い
に
な
れ
て
う
れ
し
初
舞
い
夢
心
地　
　
　
　

門
脇
悠
美

母
子
草
寄
り
添
ふ
て
咲
く
崩
れ
畦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

竹
林
に
呑
ま
れ
し
草
家
月
氷
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

春
時
雨
濡
れ
た
る
石
の
淡
み
ど
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

満
開
の
梅
に
動
か
ぬ
車
椅
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
野
洋
子

村
内
の
積
雪
ソ
チ
へ
誘
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

春
立
ち
て
車
窓
に
日
射
し
た
っ
ぷ
り
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

乗
っ
込
み
の
濁
す
水
口
昼
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

持
ち
上
げ
し
土
の
湿
り
て
蕗
の
た
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

聞
き
流
す
事
も
身
に
付
き
冬
ぬ
く
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

土
の
物
揺
れ
る
気
配
や
春
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

無
口
な
り
小
指
を
立
て
て
恵
方
巻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

ほ
こ
ろ
び
て
卒
園
記
念
の
梅
大
樹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
初
・
午｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意
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Ｖ
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ド
メ
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ィ
ッ
ク

バ
イ
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レ
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共に輝くみほの会

男女がともに
輝くためために

（美浦村女性行政推進協議会）

男女がともに
輝くためために


